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俳 句 は、 日本人 に とって近 くて遠 い文芸

で はないだろ うか。俳 句の五七五 の リズム

が 、私 たちの言語感 覚 に浸透 してい るかの

よ うに思える のは、近 さの現れ であ ろ う。

標語 な どつい五七 を刻 んで 「気 をつ け ろ車

は急 には とまれ ない」 とか 「赤信 号みんな

で渡れ ば こわ くない」 とい うこ とにな る。

小学校や 中学校 で生徒 に俳句 を作 らせ ると、

日常 の情 景を素 直な感 情 にまかせ て、それ

こそ泉 が沸き 出す ごとく、句 が溢れ 出す ら

しい。

しか し、情 景や 思い を5・7に 当ては め

るだけでは俳 句 にはな らない。俳 句は世界

で一番 短い定型詩 で あ り、それ が 「詩」 と

い う文芸で あるため には、高度 な言葉の結

晶化 が必要で あ る。誰 にで も出来なが ら、

なかなかいい 句はで きない一 これが俳句 の

「遠 さ」の所 以 であろ う。

言葉の結晶 化だ けではない。俳句 はその

短い17字 の中に思想 と美 を込 めて成 り立 っ

てい る。 「わび 」 「さび」がその思想 的核 で

あ り、 花鳥 風 月 が そ の美 の根 源 で あ る。

「静 か さや岩 に しみ い る蝉の 声」 とい う日

本人 であ るな らほ とん どの人 が慣れ親 しん

だ芭蕉 の俳 句が あ る。 この句 に接 した時、

私た ちは表現 され た光景 と音だけではな く、

そ こにない 「沈黙 」 と宇宙 の広 が りと寂實

感 、あ るいは禅 的な悟性 を感 じるこ とを期

待 され てい るか も しれ ない。

私 はかつ て アメ リカ の大 学 院在学 中、

JapaneseLiteratureinTranslationと い う科

目を とった こ とがあ る。 社会学 専門 の私 が

単位 に関係 のな い授 業 を とったの は、文 学

に浸って頭 の骨休 めを したかったか らだが、

この授 業で接 した俳 句の英訳 には、少 なか

らず驚 か された思 い出が ある。
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件 の芭蕉句だ が、そ こにはオ リジナル と

似て も似 つか ない世 界が あ り、その ことに

よって私は俳句 の深 い 「哲学 」 に思 い をい

た した。小説 とも和 歌 ともこ とな り、俳 句

が英訳 に馴染み に くい とい う指摘 に も、一

部頷 けた。 だが、 こ うい う高 尚 さにばか り

目を奪 われ てい る と、それ こそ俳句 がわれ

われ か らさらに遠 い ものにな って しま う。

本 書 の著者 は、い ちはや く俳句 を 「今 日

を生 きる私 た ちの 日常生活 を 自由自在 に詠

む こ とが可能 な文芸 」で ある と位 置づ けて

い る。 さ らには私 た ちのそ の 日常生活 にお

ける重 要関心事 に異性 へ の関心 とそ の関わ

り、そ こに立 ちのぼ る美 、つ ま りエ ロテ ィ

シズムが ある。 著者 によれ ば、エ ロテ ィシ

ズムは 「人 を引 き付 ける性 的魅 力 」 と して

日本 語の 「色気 」 に近 い ものだ が、恋 愛 、

情 事 としての 「色」 とは区別 され るべ き も

ので あ り、あ くまで 「あえか なる」 ものな

ので ある。

本書 はあま りにわび、 さび と結 びつ いた
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俳 句 とい う文 芸 を、 「エ ロテ ィシ ズム」 と

い うあ らたな視点 か ら読み 直す画期 的な著

作 であ る。 子規以 降の俳句作 品 を対象 に、

そ こに形 象化 され てい るエ ロテ ィシズムを

検証す る。 そ して著者 の嗜好す る 「あえか

なる」エ ロテ ィシズム を視座 に選 ばれ た約

170句 を もって 、俳 句 の世界 に 「エ ロテ ィ

シズム俳 句」 とい う分野 を切 り開 く新 たな

試み であ る。

もちろん今 ま でに も、性や恋 愛 にまつ わ

る句や その ジャンル 、それ らを集 めた句集

がまった くなか ったわ けではない。そ の こ

とも著者 は丁寧 に教 えて くれ る。 た とえば

川柳 には性 を謳歌す る 「破礼句 」が ある。

これ は性 を読んで笑 い を誘 うもので あ り、

これ に類す る俳 句 に著者 は艶笑俳 句 とい う

名 称 をあててい る。

明治 になってか らは、秋 田の俳 人安藤和

風が 『恋愛俳句集 』 とい うア ン ソロジー を

編 んだ。 その ことによって俳句 は隠者 に詠

まれ る山川 草木 を愛 で る文芸で はな く、和

歌や 小説 に遜色 な く恋愛 を詠 める文 芸で あ

ることを和風 は訴 えた。 大正に なってか ら

は、熊 谷無漏が尾崎 紅葉 、巌谷 小波 らの秋

声会のア ンソロジー 『艶色句選』をま とめ、

男女 間の情味、情調 がい かに取 り扱 われ 、

形象化 され俳 句 になるか を示 した。

これ ら永 らく閑却 され ていた、エ ロテ ィ

シズムの水脈 を掘 り起 こ しなが ら、著者は、

それ らとは一線 を画す るエ ロテ ィシズ ム俳

句 を、実 に分 か りやす く例 証 して くれ る。

例 えば、エ ロテ ィシズム俳句 の作者 とは想

像 しに くい漱石 の次の三句 であ る。

「忘れ しか知 らぬ顔 して畑打 っ」

「泣 かれて は断 りかねて春 の雨」

「合 の宿 お 白い臭 き会 かな」

最初 の句 は特定 の対 象 を念頭 においた恋

愛俳 句 であ り、二番 目は男女間 の情 味の機

微 を詠む艶色俳 句 となる。そ して著者がエ
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ロテ ィシズム俳句 として注 目す るのが、第

三句 であ る。安宿 に泊 って布 団 にはいった

ところ、多分昨夜 の客 であった ろ う女の 白

粉 の移 り香が かす か に した。 作者は女の顔

も知 らないが 、匂 い に触発 されて豊かな想

像 の世 界が艶 か しく広が る。 これ こそ復本

氏 のい う 「あや かな るエ ロテ ィシズム」で

ある。 漱石の句 は具体か ら抽 象へ進化 し、

抽象度 を増す ご とにエ ロテ ィシズムが深 化

す る。 この こ とに よって著者 は、色、恋 と

は異 な るエ ロテ ィシズ ムの本 質 を挟 るので

ある。

復本 氏は草城研 究の第一人者 と してす で

に 『日野草城 一俳 句 を変 えた男 』(角 川 書

店)を 著わ されてい るが、本書でもエ ロテ ィ

シズム俳 句の開拓者 と して草城 を位 置づけ

て いる。

「春 の灯や女 は持 たぬ の どぼ とけ」や

「矯 差 の団扇 を洩 れ て蛾眉 二 つ」 な ど、想

像す るだけでぞ くぞ くす る色気 である。著

者 が選 ぶ これ らの エ ロテ ィ シズ ム俳 句 は

「性 の営 み その もの を読む の では な く、性

の営みへ の憧憬 を読む 、 よ り美的 なもの」

なので ある。 これ らの句 を何 度読みか え し

て も、鮮 度 は落 ちない。 なぜ な らそ こに あ

る色気 は美 に支 え られて い るゆ え、一過性

の催 淫性 一ポル ノ グラフ ィー とは明 らかに

異 なるか らだ。

本書 におけ る復本 氏の功績 は、私 たちの

生の営み であ るエ ロテ ィシズムの本質 を明

らか に しなが ら、俳句 を とい う文芸 を私た

ちか ら、遠 くて も近 い もの に して くれ たこ

とだ と思 う。

選 ばれた句は 「私 の内なるエ ロスの反映」

とお っ しゃるが、耳、唇 、眉 、櫛 、足袋 、

帯 な どのパー ツ、小 道具 ごとのエ ロテ ィシ

ズム俳句 の例示 な ど親切 に 日本人 の美意識

の所在 も教 え られ る し、秋 の夜長 には最適

の艶 ある一 書で ある。


